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豊島区子ども・若者総合計画（令和7～11年度）改定の背景と目的
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社会環境等の
変化

こども基本法
の施行

（Ｒ５．４）

豊島区児童相談所
の設置

（Ｒ５．２）

子ども・若者総合計画（令和7～11年度）

※社会的養育推進計画は章立てを別として計画に盛り込む見込み。

子ども・若者等の意見

こども
計画

社会的養育
推進計画



こども基本法
・

こども大綱
・

こどもまんなか実行計画
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P1～P14は、こども家庭庁作成の「自治体こども計画策定のためのガイドライン」に関する自
治体説明会（令和６年6月14日）および「こども基本法とは？」パンフレットをもとに豊島区に
て抜粋・編集したものです。



こども基本法・こども大綱・こどもまんなか実行計画とは？
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名称 概要

こども基本法
（令和５年４月１日施行）

日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神に
のっとり、次代の社会を担う全てのこどもが、生涯に
わたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひ
としく健やかに成長することができ、こどもの心身の
状況、置かれている環境等にかかわらず、その権利の
擁護が図られ、将来にわたって幸福な生活を送ること
ができる社会の実現を目指して、こども政策を総合的
に推進することを目的とした法律。

こども大綱
（令和５年12月22日閣議決定）

こども基本法に基づき、こども施策に関する基本的
な方針や重要事項を一元的に定めるもの。

６つの基本的な考え方とこども施策に関する重要事
項、こども施策を推進するために必要な事項により構
成される。

こどもまんなか実行計画
（令和６年５月31日決定、毎年改定）

こども大綱を踏まえて、幅広いこども政策の具体的
な取組を一元的に示したアクションプラン。



こども基本法（令和５年４月１日施行）
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こども基本法（Q.法律が作られた目的は？）

3



こども基本法（Q.「こども」とは？）
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こども基本法（Q.「こども施策」とは？）
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こども基本法（Q.「こども施策を決める上で大切なこと」とは？）
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こども基本法（Q.「こども施策を決める上で大切なこと」とは？）
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こども基本法～地方公共団体関係部分～

8



こども大綱（令和5年12月22日閣議決定）
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こども大綱～大綱が目指す「こどもまんなか社会」～
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こども大綱～大綱が目指す「こどもまんなか社会」～
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こども大綱～こども施策に関する基本的な方針～
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こども大綱～こども施策に関する重要事項～
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こども大綱～大綱における目標・指標～
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「都道府県子ども計画」への

東京都の対応
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P15～P18は、東京都作成の「こども未来アクション2024」（令和６年2月）をもとに豊島区
にて抜粋・編集したものです。



東京都が目指す姿
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東京都が目指す姿
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東京都が目指す姿
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東京都が目指す姿
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豊島区

子どもの権利に関する条例
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豊島区の子どもの権利施策の歩み(条例制定・取組施行)

豊島区青少年問題協議会が、青少年の参加・参画を推進する最重要課題として、
「子どもの権利擁護の仕組みづくり」を答申

平成13(2001)年 ３月

平成15（2003）年 ２月

豊島区青少年問題協議会が、権利の主体としての青少年の成長を
支援する方策として、「子どもの権利条例」の制定が最重要課題と答申

平成18（2006）年 ３月

「豊島区子どもの権利に関する条例」制定

平成22（2010）年 １月

「豊島区子どもの権利擁護委員」設置（条例第22条）

平成30（2018）年 ３月

「豊島区子どもの権利委員会」設置（条例第31条）

令和2（2020）年

「としま子ども会議」実施（条例第20条）

子どもの権利委員会が「豊島区における
子どもの権利擁護施策」について答申

令和3（2021）年 ３月
「としま子どもの権利相談室」

開設

令和５（2023）年 ９月

笑顔で元気な “ としまっ子 ” が育つまち︕
新たな区政運営の柱のひとつ
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条例の概要－条例の構成

• 総則第１章

• 子どもの権利の普及
（広報・啓発）

第２章

• 大切な子どもの権利
（子どもの権利の内容を例示）

第３章

• 子どもの権利保障
（区による保障、家庭・施設・地
域における保障）

第４章

• 子どもの参加
（施設や地域における子どもの参加
推進）

第５章

• 子どもの権利侵害からの救済・回復
（子どもの権利擁護委員）第６章

• 子どもの権利施策の推進
（推進計画や権利委員会など）第７章

• 雑則第８章
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大切な子どもの権利（１）－条例第3章

この条例では、子ども一人ひとりが持っている権利を「大切な子どもの権
利」として保障しています。
条例では以下のような権利を挙げています。

安心して

生きること

個性が

尊重されること

自分で

決めること
思いを

伝えること

かけがえのない

時を過ごすこと

社会の中で

育つこと

支援を

求めること

計画の目標Ⅰに資する部分
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子どもは、愛情と理解をもって育まれ、差別を受けずに安心・安全に
生活することができます。周りの人は、虐待や体罰、いじめなどで子どもの
心やからだを傷つけてはいけません。

大切な子どもの権利（２）

安心して
生きること

個性が尊重
されること

自分で
決めること

子どもは、一人ひとりの違いが認められ、それぞれの自分らしさを大切にしながら
成長することができます。また、人に知られたくないこと秘密が守られ、
大人と同じようにプライバシーが尊重されます。

子どもは、自分の成長に合わせて、おとなからアドバイスを受けるなどして自分のこと
を決めることができます。自分のことを決めるときに必要な情報について、
大人から分かりやすく説明してもらうこともできます。

子どもは、自分の思っていることや考えたことを人に伝えることができます。
また、家や学校などで何かを決めるときに意見をおとなに言うことができます。
その意見は「子どもだから」と軽く扱われることはありません。

思いを
伝えること
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大切な子どもの権利（３）

子どもは大切な地域の一員です。おとなから地域のルールや地域での役割を
教わるなどして、地域活動に参加することができます。
また、地域の文化や伝統を学び、自分の育つ地域をよりよく知ることができます。

子どもは、自分が不安に思うことや困っていることを周りの人に聴いてもらい、
相談することができます。
虐待や体罰、いじめなどで自分の心やからだが傷つけられそうなときには、
周りのおとなに助けを求めることができます。

かけがえのない
時を過ごすこと

子どもは、自分の成長に合わせて遊んだり、学んだり、休んだりして
自由に過ごすことができます。
その中で、生活習慣を学んだり、いろいろな文化や芸術、スポーツに
触れることで、自分らしく成長することができます。

社会の中で
育つこと

支援を
求めること
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子どもに関わる大人の役割（１）－条例第4章

おとなには、子どもを深い愛情のもとに健やかに育てる責任があります。そのために、おとなは、
家庭、学校及び地域の中でお互いに手を携え、協力しながら、子どもの限りない力を信じて最善の努
力をします。

～条例前文より～

地域

豊島区

子ども

保護者

施設

この条例では、子どもに関わ
る大人について、それぞれの立
場から役割を規定しています。

子どもに関わる大人それぞれ
が、「子どもにとって一番良い
ことは何だろう」と考えて、子
どもの思っていることを聴きな
がら行動することが大事です。
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 子どもも一人ひとり思いややりたいことなどがあります。地域などで子
どもと関わるときは、まず子どもの思っていることをゆっくり聞くこと
が大切です。

 ついおとながよかれと思って手を出してしまうこと、口を出してしまう
ことも子どもにとっては良いことでない場合もあります。子どもは失敗
から学ぶこともあり、それが子どもの良い経験にもなります。

 もちろん、すべて子どもの意見を取り入れるということではありません。
危ない時や、他の誰かを傷つけてしまいそうなときなどは、おとなの支
えが必要です。

子どもに関わる大人の役割（２）

⇒周りのおとなの大切な役割は

子どもとじっくり対話して、子どもの思いを聴くこと
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